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 立教大学 ESD 研究所（以下、研究所）と対馬市との ESD 研究連携において、以下の通り、
2017 年度は実に多様な経験をさせていただいた。 
 
①ESD 研究連携自治体間の現地研究会（2017 年 6 月、羅臼町）への参加、事例発表 
②アクション・リサーチ（2017 年 8 月、対馬市）での学生受入 
③写真ワークショップと地域創生（2017 年 9 月、対馬市）の開催 
④国際シンポジウム「ESD による地域創生の可能性と今後の展開」 
（2017 年 11 月、立教大学）への参加、事例発表 
⑤対馬学フォーラム 2017（2017 年 12 月、対馬市）での ESD 成果発表 
〈特別報告〉 
 対馬市立厳原北小学校「ツシマヤマネコを PR しよう」 
 対馬市立久田小学校「対馬 再発見～We love ふるさと～」 
〈ポスター発表〉 
 野田研一・宮嶋康彦・笹川貴吏子：写真ワークショップと地域創生 
 浦谷哲治他（対馬高等学校）：「ESD 対馬学」による学習効果に関する考察 
 平山俊章（厳原小学校）：ESD からの授業改革―対馬の未来を支える人財の育成 
 畑島英史（豊小学校）：島嶼地域の人口減社会における教育の特徴 
⑥ESD 人材養成事業研修会（2018 年 1 月、対馬市）の開催 
 
 ⑤は対馬市主催、⑥は対馬市教育委員会主催事業であるが、阿部所長に助言をいただく
















表 2017 年度 ESD 研究連携事業 




高等学校生徒・教諭 ⑤⑥⑦ 中等教育 
一般市民 ③⑤ 社会教育/高等教育 
国内 自治体関係者 ① 社会教育/高等教育 


























実践塾において、原木しいたけの天地返しを体験した I さん（AR からのリピート院生）は、
当初抱いていた農業イメージに対し、実際は、過酷で心が折れそうな地道な作業であるこ
とが印象深かったと語っている。 
 また、同じく立教大学の学部生で実践塾に参加した T さんは、「生物多様性に対して全く



















図 1 実践塾での学びに関する共起ネットワーク分析図 




































































 ESD 対馬学でのアンケート結果を見ると、U ターン意識や対馬への貢献意識は大きくプ
ラスに変化したわけではない。これは何故で、どうすれば U ターンを促すことができるの
でろうか。 
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図 2 ESD 対馬学の学習前・学習後の意識変化 




 2018 年 1 月、対馬市立厳原北小学校で開催された「ESD 人材養成事業研修会」に参加し























































































































































































































































































①とても当てはまる ②当てはまる ③どちらとも言えない ④当てはまらない ⑤全く当てはまらない
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の連携により、（一社）MIT が学校教育における ESD 推進支援を実施した。こうした外部に
よるコーディネート支援は ESD を推進する上では必要不可欠と言える。 















そのつながりをもたらすのが ESD であろう。 
 次年度以降の取り組み課題としては、やはり ESD による中長期的な効果測定である。こ
どもたちや大学生、そして、大人や教員に至るまで、その意識や行動変化を追跡すること











（まえだ・つよし 対馬市しまづくり推進部市民協働 交通対策課主任） 
  
